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サービスエクセス（ServiceXS）社、㈱ダナフォーム保有の技術を基に新製品と新サービスラインを導入 
クローニング技術、CAGE 解析技術をベースにベネルクス三国へ 

 
株式会社ダナフォーム（代表取締役社長:土生 雅英(ﾊﾌﾞ･ﾏｻﾋﾃﾞ)は、独立行政法人理化学研究所（以下

理研）とダナフォーム社とが特許を保有するクローニングおよび CAGE 解析技術を用いた製品とサービ

スに関する、ベルギー、オランダ、ルクセンブルグのベネルクス三国における独占的販売代理店として、

オランダ、ライデンに本社をおく、サービスエクセス（ServiceXS）社を指名することで合意したと発

表しました。 

サービスエクセス（ServiceXS）社は 10 月 1日から、ケージ（CAGE）と NormRNA（ノルムアールエヌ

エー）シーケンス解析の二つの新サービスを同地域において公式に上市します。 

 

ケージ（CAGE）は、理研とダナフォーム社とが特許を保有する CAGE 解析技術とサービスエクセス

（ServiceXS）社の次世代シーケンス解析を組み合わせたサービスで、mRNA 分子のファイブダッシュ

（５’-）末端の遺伝子配列についてゲノムワイドな広範囲な解析を容易にします。ケージ（CAGE）は、

現時点で、一度の解析で 500 万のファイブダッシュ（５’-）末端の遺伝子配列のシーケンス解析が可

能であり、全ゲノムレベルの転写の開始及びその制御に関する研究にユニークな解決法を提供します。

さらに、同技術はプロモーターマッピング効率の向上を可能にする。 

 

NormRNA シーケンス解析サービスは、理研とダナフォーム社とが特許を有する完全長均一化 cDNA ラ

イブラリーを作製する技術とサービスエクセス（ServiceXS）社の次世代シーケンス解析を組み合わせた

サービスで、トランスクリプトームのゲノムワイドな解析が可能となります。その応用範囲には、癌研

究における新規の RNA-RNA 融合体探索のような広範囲な各専門分野に特化した応用と同様に、基礎的な

ゲノムプロジェクトにおける全転写のプロファイリングや基礎研究における RNA スプライスバリアン

トの解析などがあります。さらに、ダナフォーム社が取り扱っている完全長 cDNA ライブラリーは、新

たに発見される転写物についてさらに踏み込んだ機能解析に必要な cDNA クローンを提供します。 

同社の営業部長ウィルバート・ファン・ヴァルクム（Wilbert van Workum）は、「これらの刺激的な新サ

ービスをわたしたちの製品ラインに組み入れることが出来ることを誇りに思います。欧州でケージ

（CAGE と NormRNA シーケンス解析を提供する初のサービスプロバイダーとなることは、私たちの最

先端で革新的な製品ラインをさらに強化することになるでしょう」と話しています。「ケージ（CAGE）
と NormRNA シーケンス解析は、RNA 基礎研究での強力なツールであり、加えて、これらの技術は遺伝

子コード領域に認められる一塩基多型(cSNPs)の探索や対立遺伝子発現プロファイリング解析を迅速且

つ費用効果的に進めることができる可能性を示しています。」 
 

 

 

* CAGE などの技術は、株式会社ダナフォームと独立行政法人理化学研究所との共同研究による特許を用いたものです。 
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＜会社概要＞ 

サービスエクセス（ServiceXS）社 www.ServiceXS.com 
サービスエクセス（ServiceXS）社は 2002 年に設立された、オランダ、ライデンに本社を置く企業で、

現在は、ジェノミクス、トランスクリプトミクス、そして、プロテオミクス分野におけるアウトソーシ

ングサービスの主要なプロバイダーとなっています。 

同社は、高品質なジェノミクス、トランスクリプトミクス、そして、プロテオミクスサービスを企業や

学術研究機関の顧客に提供しています。同社のサービスはプロジェクト管理、実験計画のコンサルテー

ション、サンプル調製、およびサンプル処理からデータ分析までに及んでいます。同社は、この優れた

技術基盤を含む幅広い製品ラインを通して確実に顧客ニーズを捉えたサービスを展開することができ

ます。 

 
株式会社ダナフォーム http://www.dnaform.jp 
株式会社ダナフォームは理化学研究所初のベンチャー企業であり、同研究所で開発された特許技術の実

用化を目指すと共に、その実用化から生み出されるビジネスの開発に力を入れています。 

完全長 cDNA ライブラリーの受託製造、理研マウス FANTOMクローン、ジャンル別 DNABook の頒布、

研究用試薬・キットの販売など、あらゆる遺伝子の機能研究をサポートしています。さらには、

SmartAmp(スマートアンプ)法を用いた遺伝子診断用試薬の開発や、キャップトラッパー法を用いた遺伝

子発現解析サービス（CAGE）など、Precision Gene Technologies をベースに幅広い研究・ビジネス分野

をサポートしています。 

このように創造的かつ革新的な遺伝子技術基盤を製品・サービスと共に提供することにより、ライフサイエ

ンス分野における信頼されるサプライヤーとなり、人類の健康と社会の安全に貢献することを使命と捉えて

日々活動しています。 

 
独立行政法人理化学研究所 http://www.riken.jp/index_j.html 
独立行政法人理化学研究所は、科学技術（人文科学のみに係るものを除く）に関する試験及び研究等の

業務を総合的に行うことにより、科学技術水準の向上を図ることを目的とし、日本で唯一の自然科学の

総合研究所として、物理学、工学、化学、生物学、医科学などにおよび広い分野での研究を進めていま

す。研究成果を社会に普及させるため、大学や企業との連携による共同研究、受託研究等を実施してい

るほか、知的財産権等の産業界への技術移転を積極的に進めています。 

 
 


